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令
和
７
年
６
月
定
例
会
は
、
令
和
７
年
６
月
９
日
か
ら
開
会
し
、
20
日
に
閉
会

し
ま
し
た
。
６
月
議
会
は
そ
の
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
率
を
改
正
す
る
条
例
が

提
出
さ
れ
る
こ
と
か
ら
国
保
議
会
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
条
例
改
正
案
で
は
物
価

高
騰
を
受
け
税
率
を
据
置
き
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
政
令
の
改
正
に
伴
う
課
税

限
度
額
や
減
額
措
置
等
の
判
定
に
係
る
所
得
基
準
額
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

医
療
費
を
県
内
全
体
で
支
え
合

う
た
め
令
和
11
年
度
を
目
標
に
県

が
提
示
す
る
標
準
保
険
料
率
の
適

用
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
は
物
価
高
騰
を
受

け
、
低
所
得
世
帯
へ
の
支
援
と
し

て
税
率
据
置
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

改
正
後
は
税
率
、
均
等
割
、
平

等
割
と
も
に
昨
年
度
か
ら
据
置
き

と
し
た
も
の
の
、
最
低
賃
金
の
上

昇
や
農
業
所
得
の
増
加
に
よ
り
一

人
当
た
り
の
税
額
は
増
加
し
て
い

ま
す
。

　

年
金
所
得
者
な
ど
収
入
の
変
動

が
少
な
い
加
入
者
に
は
税
額
の
変

動
は
少
な
い
か
た
ち
と
な
り
ま
す
。

　

被
保
険
者
の
負
担
が
急
激
に
増
え
な
い
よ
う
に
本
宮
市
で
は
国
民
健
康
保

険
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
し
財
源
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
算
定
で
は
基
金
よ
り
２
，
２
６
０
万
円
を
繰
入
れ
し
、
基
金
残
額
は

２
億
１
，
８
０
３
万
７
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
11
年
度
の
統
一
ま
で
残
り
４
年
間
、
被
保
険
者
の
負
担
感
を
軽
減
し

な
が
ら
軟
着
陸
で
き
る
よ
う
引
き
続
き
注
目
し
て
い
き
ま
す
。

物
価
高
騰
を
受
け
た

対
応
は

不
足
分
の
財
源 

財
政
調
整
基
金
の
残
高
は

国
保
税
改
正
、
原
案
可
決
確
定

税率据置も所得の伸びが影響

国民健康保険税の仕組み

本宮市

福島県

不足分繰入

交付金として各市町村の
事業額を全額交付

残 2億1,803万円 県民全員で支え合う事業費納付金
※全市町村が納める

国保財調基金
国民健康保険税

県交付金等

出産育児一時金

医療報酬

R5

※一人当たり税額 ＝ 税総額 ÷ 被保険者数

89,470
94,503

103,431
一
人
当
た
り
税
額（
円
）

R6 R7 R8 R9 R10 R11

▲令和11年度の県内統一に向けた調整が続く
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討　論 議案第56号  本宮市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について

令和６年度　政務活動費　報告

反　対 賛　成

　税率は前年据置きとしているものの、一人当たりの税
額が引上げになっている。税の負担の引上げには一貫し
て反対を表明していた。
　令和11年度の県内統一そのものが問題である。大阪府
では統一してもさらなる引上げが明らかになっている。
都道府県の狙いは医療費削減、ひいては国庫負担を減ら
すことである。国は都道府県管理により、医療費削減、
医療供給体制の削減をしようとしている。国や県の言い
なりでいいか、今、自治体に問われているものである。
　国保税は他の被用者保険料と比べて多額である。特に
子どもへの均等割りは子育て支援に逆行する。令和４年
度から未就学児の均等割り減免が実施されたものの不十
分である。加入する保険により負担や給付に大きな格差
があることは、保険制度の根幹にかかわる重大問題であ
り国に対して制度の廃止も含め充実を強く求める。

　本議案は、課税限度額及び減免措置に
係る軽減判定所得の基準額を改定するも
のである。年々、被保険者数が減少する
中、一人当たりの医療費は増加しており、
また、低所得者の加入割合が高い状況の
中で保険料負担の上限を引き上げること
は高所得者への負担は増加するが、軽減
判定基準額の拡大と中間所得層の負担を
和らげることが期待される。
　また、令和11年度県内統一と物価高の
影響を受ける低所得者の負担を勘案し、
前年据え置きとするものである。
　本市の被保険者にとって、安心できる
医療保険制度の維持につなげるため賛成
する。

渡辺　忠夫 議員 根本　利信 議員

討論・政務活動費報告

会派または
議員名 交付額 支出額

支出内訳

差引残金調査
研究費 研修費 広報費 広聴費 要請・陳情

活動費 会議費 資料
作成費

資料
購入費

誠和会 840,000 820,079 630,279 0 189,800 0 0 0 0 0 19,921

創成会 480,000 454,730 316,748 119,330 0 0 0 0 0 18,652 25,270

新風会 600,000 600,000 348,601 0 251,399 0 0 0 0 0 0

本宮市議会
公明党 120,000 120,000 0 40,552 79,448 0 0 0 0 0 0

日本共産党 120,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 120,000

伊藤隆一 120,000 65,773 65,773 0 0 0 0 0 0 0 54,227

作田博 120,000 103,455 93,483 0 0 0 0 0 0 9,972 16,545

※各会派の所属議員については８ページの賛否一覧に記載してあります。

Question 政務活動費とは
政務活動費は、会派または議員の調査・研究その他の活動に必要な経費の一部として市から交付されます。
交付額は議員一人あたり月額1万円で、年度ごとに収支を議長に報告し、残額がある場合は市に返還します。
報告書や内訳、総括表は市議会ホームページで公開しています。
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６月定例会
議案
TOPIC

議案第60号 　一般会計補正予算（第1号）

８億6,521万円の増額
一般会計総額176億71万円に

Question
保険基盤安定負担金繰出金
　一般会計から国民健康保険特別会計への
繰出金です。
　国民健康保険は構造的に税負担能力の低
い低所得者の割合が高く、他の被保険者の
負担が相対的に重くなってしまいます。
　そのため、低所得者に対する税負担軽減
相当額を公費で支援することで、中間所得
層を中心に税負担を軽減して、国民健康保
険の財政基盤の安定を図っています。
　繰出金の一部は国や県も負担することに
なっています。

補正予算の主な内容 補正額

保険基盤安定負担金繰出金 2,311万円

定額減税補足給付金（不足額給付） １億2,792万円

堆肥生産組合運営補助金 833万円

橋梁点検調査費負担金 518万円

総合体育館空調設備設置工事 ２億2,344万円

福島県指定文化財保存事業補助金 263万円

白沢体育館空調設備設置工事
白沢体育館屋根改修工事 ２億4,091万円

しらさわグリーンパーク野球場
スコアボード改修工事 ２億2,548万円

総合体育館、白沢体育館
暑さ対策と避難所機能向上

しらさわグリーンパーク野球場
もっと魅力ある施設に

　総合体育館のアリーナと１階、２階ホールに、白
沢体育館の軽運動場、救護室、役員室、研修室に空
調設備を設置します。これによりスポーツ大会や
興行の誘致、避難所としての機能向上を図ります。

　しらさわグリーンパーク野球場のスコアボードを
三画面式LED掲示板に改修し長寿命化を図ります。
　既存の躯体を活かしつつ改修し、改修後はVTRな
どの放送もできるようになります。

◀総合体育館（左）
　白沢体育館（下）

◀
現在のスコアボード
下は改修後の
イメージ

公式戦の誘致や観客に市をPRしていくなど
魅力的な施設を目指します。
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常任委員会審査

総務文教
常任委員会

生活福祉
常任委員会

　総務文教常任委員会には、本宮市税条例の一部を改正する条例制定に
ついてのほか議案３件、請願２件が付託されました。主な審議内容は、
次のとおりです。

　生活福祉常任委員会には、本宮市国民健康保険税条例の一部を改正す
る条例制定についてのほか議案４件が付託されました。主な審議内容は、
次のとおりです。

説
明　

県
が
指
定
す
る
重
要
無

形
民
俗
文
化
財「
白
岩
太
々
神

楽
」の
神
楽
殿
修
復
に
か
か
る

経
費
に
対
す
る
補
助
金
を
補
正

す
る
。

問　

神
楽
殿
の
修
繕
内
容
は
。

答　

令
和
３
年
、
４
年
に
発
生

し
た
福
島
県
沖
地
震
で
被
害
を

受
け
た
神
楽
殿
の
基
礎
の
ひ
び

割
れ
や
壁
面
の
ゆ
が
み
な
ど
を

修
復
す
る
。

説
明　

令
和
11
年
度
の
統
一
に

向
け
た
動
向
と
物
価
高
騰
を
受

け
た
低
所
得
世
帯
へ
の
支
援
を

勘
案
し
て
税
率
を
据
置
き
と
す

る
。
ま
た
、
政
令
の
改
正
に
伴

い
課
税
限
度
額
、
軽
減
判
定
に

か
か
る
基
準
額
を
改
正
す
る
。

問　

令
和
11
年
度
に
向
け
た
税

率
調
整
の
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
は
実
現
可
能
か
。

答　

具
体
的
な
数
値
は
非
公
開

だ
が
県
か
ら
暫
定
税
率
が
示
さ

れ
て
い
る
。
本
市
が
独
自
に
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
る
数

値
と
近
し
い
税
額
で
あ
り
従
来

よ
り
良
い
方
向
に
向
か
っ
て
い

る
。

　

請
願
第
３
号
は
消
費
税
の
減

税
は
市
の
財
政
に
与
え
る
影
響

が
大
き
く
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
へ

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
、
代
替
え

と
な
る
財
源
に
関
し
て
も
不
透

明
で
あ
る
こ
と
か
ら
不
採
択
と

決
定
し
ま
し
た
。

　

請
願
第
４
号
は
消
費
税
を
多

く
の
納
税
者
の
理
解
が
得
ら
れ

る
公
平
な
税
制
度
と
す
る
た
め
、

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
必
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
不
採
択
と
決
定
し

ま
し
た
。

説
明　

令
和
７
年
11
月
か
ら
適

用
さ
れ
る
排
ガ
ス
規
制
に
伴

い
、
原
動
機
付
自
転
車
の
車
両

区
分
に
新
基
準
原
動
機
付
自
転

車
が
追
加
さ
れ
た
こ
と
か
ら
所

要
の
改
正
を
行
う
。

問　

新
基
準
原
動
機
付
自
転
車

の
課
税
状
況
は
。

答　

新
基
準
の
車
両
は
、
排
ガ

ス
規
制
に
合
わ
せ
、
秋
ご
ろ
か

ら
販
売
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、

新
基
準
車
両
に
対
す
る
課
税
は

来
年
度
か
ら
と
な
る
。

説
明　

定
額
減
税
補
足
給
付
金

（
不
足
額
給
付
）に
要
す
る
費

用
、
人
件
費
、
対
象
者
の
抽
出

に
係
る
電
算
処
理
委
託
費
等
を

補
正
す
る
。

問　

長
引
く
物
価
高
対
策
と
い

う
こ
と
だ
が
国
か
ら
の
内
示
は

あ
っ
た
の
か
。

答　

内
示
は
な
い
。
前
年
度
の

所
得
に
応
じ
て
推
計
値
で
給
付

し
て
い
た
も
の
だ
が
、
実
際
に

確
定
申
告
が
終
わ
り
、
給
与
が

下
が
っ
た
り
子
ど
も
が
生
ま
れ

た
り
し
て
追
加
で
対
象
と
な
っ

た
方
に
給
付
す
る
。
国
の
指
針

に
よ
り
予
算
計
上
し
、
11
月
ま

で
に
給
付
を
終
え
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

本
宮
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定

請
願
審
査

請
願
第
３
号
「『
消
費
税
５
％

へ
の
減
税
を
求
め
る
意
見
書
』

の
提
出
に
つ
い
て
」

請
願
第
４
号
「『
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
廃
止
を
求
め
る
意
見
書
』

の
提
出
に
つ
い
て
の
請
願
」

本
宮
市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
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常任委員会審査・討論

産業建設
常任委員会

　産業建設常任委員会には、令和７年度本宮市一般会計補正予算（第１
号）についてのほか議案２件が付託されました。主な審議内容は、次の
とおりです。

説
明　

堆
肥
生
産
組
合
が
所

有
す
る
特
殊
車
両
が
事
故
に

よ
り
廃
車
と
な
っ
た
た
め
、

堆
肥
生
産
組
合
運
営
補
助
金

を
補
正
計
上
す
る
。

問　

車
両
事
故
が
起
き
た
原

因
と
今
後
の
対
策
は
。

答　

２
人
以
上
で
行
う
べ
き

作
業
を
人
員
不
足
に
よ
り
１

人
で
行
っ
た
こ
と
で
、
安
全

確
認
が
不
十
分
と
な
っ
た
こ

と
が
原
因
。
堆
肥
生
産
組
合

に
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
遵
守
の
徹

底
を
指
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
同
様
の
事
故
が
起
き
な

い
よ
う
十
分
注
意
し
て
い
き

た
い
。

説
明　

橋
梁
点
検
調
査
費
負

担
金
を
補
正
計
上
す
る
。

問　

増
額
補
正
の
理
由
は
。

答　

当
初
予
算
編
成
時
に
Ｊ

Ｒ
か
ら
の
見
積
額
提
示
が
な

く
、
前
回
点
検
時
の
金
額
に

物
価
上
昇
分
を
加
算
し
、
概

算
で
予
算
計
上
し
た
が
、
そ

の
後
提
出
さ
れ
た
見
積
書
の

金
額
が
当
初
予
算
を
上
回
っ

た
た
め
補
正
計
上
す
る
も

の
。

　

本
宮
字
馬
場
地
内
の
下
水

管
路
調
査
箇
所
と
高
木
字
赤

木
地
内
の
市
道
赤
木
・
狐
森

線
の
工
事
現
場
の
現
地
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

現
地
調
査

請願第３号 　「消費税５％への減税を求める意見書」の提出についての請願

▶
市
道
赤
木
・
狐
森
線
の

　

工
事
現
場（
高
木
字
赤
木
地
内
）

　長引く物価高で庶民の台所は大変だという声がたくさん聴か
れている。今、米価格は５kg4,000円台（６月20日時点）と、ショッ
クは非常に大きいものがあった。県民からはいつまで続くのか、
もう我慢の限界だという声が強まっているのが現状である。
　先日の新聞の世論調査では、7割を超える人たちが減税してほ
しいということが言われた。本宮市民でも同程度の意見がある
と察すると、当然、これは採択をしてこの声を国に届けるとい
うのが本来の措置ではないかと思う。
　市の当局の声がいろいろ反映されているようであるが、しか
しながら、請願・陳情した人たちの願いを国に届けるかどうか、
というのが審査の基準の判断の仕方であると考える。
　そのようであれば当然、この声を国に届けるということが当
市議会に課せられていると考える。その他の意見で声が生かさ
れないというような市議会のありかたについては多少問題があ
ると思うこともあり、市民の声を直接国に届ける、その作業を
課せられている議会としては是非とも採択して国に届けること
を強く求める。

　本請願は長引く物価高騰から国民
の暮らしを守るため消費税を5％に
減税するものである。
　しかし、5％に減税した場合、市の
財政に与える影響が大きく行政サー
ビスへの影響が懸念され、代替とな
る財源に関しても不透明である。
　また、消費税は社会保障制度の財
源となっており、高齢化が進む日本
では、社会保障費の増加が見込まれ、
財源の確保が重要になっている。消
費税減税により国の借金が増大し将
来世代へ負担を先送りすることにな
ると考えることから本請願の不採択
に賛成する。

渡辺　忠夫 議員 磯松　俊彦 議員

　請願第３、４号については、付託された総務文教常任委員会において「不採択」にすると
採決されたため、これに対して賛成・反対それぞれの立場から討論をしています。

不採択反対 不採択賛成
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討論・議決結果一覧

請願第４号 　「インボイス制度廃止を求める意見書」の提出についての請願

　この制度は、小規模事業者や個人事業者である免税事
業者からの仕入れで取引先からインボイス発行を求めら
れ、発行できない場合は不当な値引きや取引の打ち切り
が求められることが懸念されている。実際そのようなこ
とが行われていることから消費税の申告納税が義務付け
られ、税負担と事務負担の二重の負担を負うようになっ
たものである。
　我が国の課税の原則は生計費非課税と累進課税制であ
る。所得の低い人は消費税を払うパーセンテージが大き
く800万円くらいまでは逆累進性になっているというこ
とが明らかになっているようである。税の在り方そのも
のからこのような制度は廃止すべき問題である。その方
向で国は対応すべきと強く求める。

　本請願は、小規模事業者等が消費税
の申告と納税を義務付けられ、税負担
と過大な事務負担を負っていることか
ら制度の廃止を求めるものである。
　しかし、インボイス制度は、消費税
の透明性を高め、適正な納税を促すこ
とを目的に導入された制度である。
　導入前は、消費税の免税事業者は最
終消費者から消費税を預かりながらも
納税していないという実態があった。
多くの納税者から理解が得られる公平
な制度とするため、インボイスは必要
であると考える。

渡辺　忠夫 議員 川名　順子 議員
不採択反対 不採択賛成

令和７年６月定例会　議決結果一覧表
市長提出議案26件　報告７件
番　号 議　　案　　名 付託委員会 議決結果

議案第42号
～議案第53号 農業委員会委員の任命について 省　略 全件同意

議案第54号 専決処分の承認を求めることについて
（専決第２号　本宮市税条例の一部を改正する条例制定について） 総務文教 承　認

議案第55号 本宮市税条例の一部を改正する条例制定について 総務文教 原案可決確定

議案第56号 本宮市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について 生活福祉 原案可決確定

議案第57号 平成23年東日本大震災による災害被害者に対する市民税、固定資産税及び国民健康保険税の減
免に関する条例の一部を改正する条例制定について 生活福祉 原案可決確定

議案第58号 白岩仮置場現状回復工事請負契約の一部を変更する契約について 総務文教 原案可決確定

議案第59号 市道赤木・狐森線道路整備工事請負契約の一部を変更する契約について 省　略 原案可決確定

議案第60号 令和７年度本宮市一般会計補正予算（第１号） 全常任委員会 原案可決確定

議案第61号 令和７年度本宮市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 生活福祉 原案可決確定

議案第62号 令和７年度本宮市介護保険特別会計補正予算（第１号） 生活福祉 原案可決確定

議案第63号 令和７年度本宮市水道事業会計補正予算（第１号） 産業建設 原案可決確定

議案第64号 令和７年度本宮市公共下水道事業会計補正予算（第１号） 産業建設 原案可決確定

議案第65号 本宮市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例制
定について 省　略 原案可決確定

議案第66号 本宮市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例制定について 省　略 原案可決確定

議案第67号 令和７年度本宮市一般会計補正予算（２号) 省　略 原案可決確定

報告第３号 債権放棄の報告について － －

報告第４号 令和６年度本宮市繰越明許費繰越計算書について － －

報告第５号 令和６年度本宮市事故繰越し繰越計算書について － －

報告第６号 令和６年度本宮市水道事業会計予算繰越計算書について － －

報告第７号 令和６年度本宮市公共下水道事業会計予算繰越計算書について － －

報告第８号
専決処分の報告について
（専決第３号　和解及び損害賠償額の決定について）
（専決第５号　和解及び損害賠償額の決定について）

－ －

報告第９号
専決処分の報告について
（専決第４号　福島県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び福島県
市町村総合事務組合規約の一部変更について）

－ －
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請願　３件

議員提出案件　3件

番　号 議　　案　　名 付託委員会 議決結果

請願第２号 「国の『被災児童生徒就学支援等事業』の継続と、被災児童生徒の十分な就学支援を求める意見書」
の提出を求める請願書 省　略 採　択

請願第３号 「消費税５%への減税を求める意見書」の提出についての請願 総務文教 不採択

請願第４号 「インボイス制度廃止を求める意見書」の提出についての請願 総務文教 不採択

番　号 議　　案　　名 議決結果

発議第４号 「国の『被災児童生徒就学支援等事業』の継続と、被災児童生徒の十分な就学支援を求める意見書 原案可決確定

－ 議員派遣 決　定

－ 閉会中継続審査（各常任委員会） 決　定

６月定例会賛否一覧 下記以外の議案等は全会一致で可決されています。

会派名 誠和会 新風会 創成会 公 共 無所属

議員名

議案

石　

橋　

今
朝
夫

菊　

田　

広　

嗣

磯　

松　

俊　

彦

玉　

川　
　
　

実

渡　

辺　

富　

幸

後　

藤　

友　

誉

橋　

本　

善　

壽

三　

瓶　

裕　

司

斎　

藤　

雅　

彦

根　

本　

利　

信

田　

中　

美
代
子

国　

分　

秀　

好

渡　

辺　

秀　

雄

菅　

野　

健　

治

三　

瓶　

幹　

夫

馬　

場　

亨　

守

川　

名　

順　

子

渡　

辺　

忠　

夫

伊　

藤　

隆　

一

作　

田　
　
　

博

議案第56号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇

請願第３号不採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇

請願第４号不採択 〇 〇 ● 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇

※　○は賛成　●は反対　欠は欠席　議長（橋本善壽）は採決には加わらない
※　会派名の略称は次のとおり　公…本宮市議会公明党　共…日本共産党

Question 認定農業者育成事業補助金
　農業の効率的かつ安定的な発展及び自立した農業経営を
目指す認定農業者を中心に組織された生産団体などが整備
する施設、機械に補助金を交付して農業の振興を図る制度
です。平成27年から実施されていますが、令和８年度は
事業検証のため休止が予定されています。

　農業の効率的かつ安定的な発展及び自立した農業経営を
目指す認定農業者を中心に組織された生産団体などが整備
する施設、機械に補助金を交付して農業の振興を図る制度
です。平成27年から実施されていますが、令和８年度は
事業検証のため休止が予定されています。

産業建設常任委員会から市に要望書を提出
認定農業者育成事業補助金の継続と拡充を含めた再構築を求める

▲要望書を提出する様子
左から順に国分秀好委員、馬場亨守委員、
渡辺富幸副委員長、石橋今朝夫委員長、
高松義行市長、伊藤隆一委員、三瓶裕司委員、
後藤友誉委員

要望事項
１.　�認定農業者育成事業補助金交付事業を令和８年度も継続し

て実施すること。

２.　�効果検証の実施は継続しながら行い、制度のさらなる充実
を図ること。特に、補助対象となる機械や施設の拡充、な
らびに補助率の見直しに向けた検討を行うこと。
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市
政
を
問
う

一般質問一般質問市
政
を
問
う

Question
一般質問とは 
　議員が、市政全般のことについて、市に対して考えを聞くのが
一般質問です。皆さんの生活にかかわる内容がきっとあります。

ＱＲコードから各議員の質問の
映像を見ることができます。

質問議員 質問事項 ページ

磯松　俊彦
（誠和会）

• 農業者を応援する仕組みの検討は
• 地域の草刈りに新たな交付金枠は 10

後藤　友誉
（誠和会）

• 体育館の維持管理について
• 解体予定建物の活用について 10

渡辺　富幸
（誠和会）

• 多機能トイレの設置を進めるべき
• のり面除草の対策を練るべき 11

田中　美代子
（新風会）

• 後見人制度、今後の課題と対策は
• 認知症サポーター養成講座状況は 11

馬場　亨守
（創成会）

• 本宮駅と周辺整備について
• 公共施設の管理と運営について 12

渡辺　秀雄
（創成会）

• 商業施設の誘導いつになる
• 今後の学校プールの利用方針は 12

斎藤　雅彦
（新風会）

• 避難行動要支援者名簿の見直しは
• 部活動地域移行の現在の状況は 13

菊田　広嗣
（誠和会）

• ラーケーションについて
• 児童現状把握アンケートについて 13

国分　秀好
（新風会）

• スポーツ施設の状況と維持管理は
• コミュニティ・スクールとは 14

渡辺　忠夫
（日本共産党）

• 農機具修理に助成の考えは
• 修学旅行について無償化の考えは 14

三瓶　幹夫
（創成会）

• 除石・江口線の環境整備の状況は
• 本宮岩代線歩道設置推進は 15
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問 

体
育
館
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

　

答 

適
切
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
非
常
に
重
要

問 

農
業
者
を
応
援
す
る
仕
組
み
の
検
討
は

　

答 

農
家
の
方
々
と
意
見
交
換
し
決
め
た
い

問　

市
か
ら
市
内
育
苗
事

業
に
対
す
る
支
援
や
情
報

提
供
の
状
況
は
。
育
苗
施
設

で
は
従
業
員
の
方
々
が
高
齢

化
し
て
い
る
と
い
う
話
、
ど

の
よ
う
に
捉
え
る
か
。
認
定

農
業
者
の
あ
り
方
を
見
直
す

方
針
、
こ
れ
ま
で
に
プ
ラ
ス

し
た
形
で
農
業
者
を
応
援
す

る
仕
組
み
を
検
討
す
る
考
え

は
。

問　

①
体
育
館
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
が
体
育
館
の
寿
命
を
延

ば
し
、
利
用
者
の
ケ
ガ
の
予

防
に
つ
な
が
る
。
文
部
科
学

省
か
ら
の
通
知
で
は
水
拭
き

及
び
ワ
ッ
ク
ス
が
け
禁
止
。

本
市
の
状
況
は
。
②
利
用
者

の
安
全
を
守
る
た
め
、
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
剤
等
利
用
し
、
年

に
複
数
回
の
清
掃
を
し
て

は
。

問　

公
道
に
面
し
た
地
域
の

交
通
安
全
へ
の
取
組
み
に
対

し
、
交
付
金
を
付
与
で
き
る

よ
う
な
新
た
な
枠
組
み
が
必

要
で
は
な
い
か
。
地
域
で
生

活
改
善
の
た
め
の
視
察
、
研

究
の
取
り
組
み
を
期
す
る
場

合
に
市
と
し
て
支
援
の
仕
組

み
は
。

問　

民
家
の
空
き
家
、
市
の
所

有
の
建
物
な
ど
、
今
後
解
体
と
な

る
際
に
消
防
団
や
消
防
に
災
害

救
助
、
消
火
訓
練
に
活
用
し
て
も

ら
う
よ
う
提
供
・
解
体
業
者
へ

の
協
力
依
頼
を
し
て
は
ど
う
か
。

い
つ
災
害
が
あ
る
か
わ
か
ら
な

い
。
だ
か
ら
こ
そ
の
、
効
果
的
な

訓
練
と
し
て
は
ど
う
か
。

答　

支
援
は
行
っ
て
い
な

い
。
育
苗
施
設
の
設
置
者
と

市
の
情
報
交
換
の
機
会
も
な

い
。
育
苗
施
設
を
含
め
た
農

業
関
係
に
つ
い
て
地
域
の
皆

さ
ま
と
話
を
す
る
機
会
を
通

じ
対
策
を
講
じ
た
い
。
ど
う

い
う
対
応
が
有
効
な
の
か
農

家
の
方
々
と
行
政
と
意
見
交

換
し
な
が
ら
決
め
た
い
。

答　

①
適
切
な
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
は
非
常
に
重
要
。
小
中
学

校
体
育
館
に
つ
い
て
、
業
者

に
依
頼
し
て
専
用
の
ワ
ッ
ク

ス
を
使
用
し
て
い
る
。
不
具

合
の
報
告
の
際
は
速
や
か
に

対
応
。
②
学
校
か
ら
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
回
数
を
増
や
し
て
ほ

し
い
要
望
は
な
い
。
必
要
に

応
じ
た
対
応
を
検
討
す
る
。

答　

行
政
区
交
付
金
は
行
政
区

と
し
て
公
道
に
面
し
た
草
刈
り

等
活
用
可
。
草
刈
り
等
実
施
し

た
地
域
団
体
等
へ
補
助
金
等
考

え
て
い
な
い
。
本
宮
市
ひ
と
・

ま
ち
共
創
支
援
事
業
補
助
金
は

団
体
が
実
施
す
る
視
察
や
研
究

を
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
す
る
一

括
の
事
業
と
す
る
場
合
活
用
可
。

答　

建
物
内
で
の
消
火
活
動

や
倒
壊
家
屋
か
ら
の
救
助
を

訓
練
す
る
よ
う
な
行
為
に
つ

い
て
は
、
プ
ロ
で
は
な
い
消

防
団
員
の
能
力
や
安
全
確
保

の
範
疇
を
超
え
る
の
で
、
本

宮
市
消
防
団
と
し
て
実
施
の

考
え
は
な
い
。

◀平日利用で体験機会
　他自治体の
　ラーケーション
　（学び+休暇）事例

愛知県HPより

▲たくさんの方に人気があるみずいろ公園

その他の質問
◦ラーケーションの制度導入をしてみては
◦白沢体育館に網戸設置をしては

その他の質問
◦本市にもともとある観光コンテンツの可能性は
◦市配布物の配布方法の工夫は

ＱＲコードから各議員の質問の映像を見ることができます。

　

問 

地
域
の
草
刈
り
に
新
た
な
交
付
金
枠
は

　
　

答 

地
域
団
体
へ
の
補
助
は
考
え
て
い
な
い

　

問 

解
体
予
定
建
物
の
活
用
に
つ
い
て

　
　

答 

考
え
は
な
い

磯松 俊彦
(誠和会)

後藤 友誉
(誠和会)

もとみや議会だより第84号 10



問 

後
見
人
制
度
、
今
後
の
課
題
と
対
策
は

　

答 

市
民
後
見
人
の
検
討
が
必
要
と
考
え
る

問 

多
機
能
ト
イ
レ
の
設
置
を
進
め
る
べ
き

　

答 

多
機
能
ト
イ
レ
の
設
置
を
進
め
て
い
く

問　

市
内
小
中
学
校
の
多
機

能
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、
本

宮
地
区
は
全
て
設
置
、
白
沢

地
区
は
全
て
未
設
置
と
の
こ

と
。
ま
ず
は
白
沢
中
学
校
か

ら
設
置
を
進
め
て
い
け
ば
良

い
の
で
は
な
い
か
。
検
討
を

進
め
る
べ
き
。

問　

障
害
者
の
親
亡
き
後
、

認
知
症
等
に
よ
り
判
断
能
力

が
低
下
し
た
方
々
の
生
活
を

支
援
す
る
有
効
な
制
度
で
あ

る
が
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
な

い
。
高
齢
化
が
進
む
中
、
必

要
性
が
一
層
高
ま
る
と
思

う
。
市
民
に
周
知
と
後
見
人

の
人
材
確
保
等
が
必
要
で
あ

る
。
市
の
取
り
組
み
は
。

問　

ご
厚
意
で
草
刈
り
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
市

民
の
皆
さ
ま
の
高
齢
化
が
進

行
し
、
草
刈
り
の
対
象
箇
所

が
ま
す
ま
す
増
加
し
て
い
く

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
将
来

に
備
え
て
対
策
を
練
る
と
い

う
事
に
つ
い
て
の
進
捗
状
況

は
。

問　

認
知
症
に
な
っ
て
も
希
望

を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
地

域
、市
民
の
正
し
い
理
解
と
知
識
、

協
力
が
必
要
不
可
欠
。
そ
こ
で
①

受
講
生
の
状
況
と
成
果
は
。
②
市

職
員
の
受
講
状
況
は
。
③
キ
ッ
ズ

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
の
状
況
は
。

④
若
い
年
代
の
理
解
が
こ
れ
か
ら

の
課
題
と
思
う
が
考
え
は
。

答　

現
時
点
で
は
、
多
機
能

ト
イ
レ
の
な
い
学
校
へ
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
年
度
等
の

具
体
的
な
計
画
は
定
ま
っ
て

い
な
い
が
進
め
て
い
く
考
え

で
あ
る
。
ど
こ
の
学
校
か
ら

と
明
言
は
で
き
な
い
が
総
合

的
に
判
断
し
て
い
き
た
い
。

答　

必
要
と
す
る
方
が
安
心

し
て
利
用
で
き
る
よ
う
市
民

に
対
し
広
報
活
動
、
市
や
関

係
団
体
職
員
に
研
修
等
を
行

い
周
知
と
理
解
促
進
を
図

る
。
今
後
、
利
用
増
加
に
伴

い
本
宮
市
成
年
後
見
人
制
度

利
用
促
進
計
画
に
基
づ
き
、

令
和
８
年
か
ら
市
民
後
見
人

の
育
成
を
推
進
し
て
い
く
。

答　

こ
れ
と
い
っ
た
も
の
は
今

持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。
技
術

の
進
歩
に
よ
り
数
年
後
に
は
耐

久
性
の
あ
る
防
草
シ
ー
ト
や
、

コ
ン
パ
ク
ト
で
性
能
の
良
い
小

型
の
ラ
ジ
コ
ン
草
刈
り
機
が
出

て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
調

査
研
究
を
し
て
い
き
本
市
に
適

し
た
も
の
を
探
っ
て
い
く
。

答　

①
現
在
、
受
講
登
録
者
３
，

６
７
２
名
で
友
人
や
家
族
に
学
ん

だ
知
識
を
伝
え
る
活
動
を
し
て
い

る
。
②
64
名
が
受
講
、
缶
バ
ッ
チ

を
配
布
し
身
に
着
け
て
い
る
。

③
中
高
生
を
対
象
に
実
施
。
62
名

受
講
。④
各
学
校
の
保
護
者
の
方
、

企
業
等
と
連
携
し
検
討
し
て
い
き

た
い
。

ミライロ通信「多機能トイレと多目的トイレの違い」藤原修より

▲障がいのある子どもの保護者が
　　　進学先に悩まないように設置すべき

▲市職員がサポーター講座受講後、
　　　　　　　身に着けている缶バッチ

その他の質問
◦法定後見人・任意後見人とは、その内容は
◦サポーター講座受講後フォローアップの状況は

その他の質問
◦ふるさと納税返礼品の改善策進捗状況について
◦本宮二中と白沢中体育館に多機能トイレが必要では

ＱＲコードから各議員の質問の映像を見ることができます。

　

問 

の
り
面
除
草
の
対
策
を
練
る
べ
き

　
　

答 

調
査
、
研
究
し
て
い
く

　

問 

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
状
況
は

　
　

答 

温
か
く
見
守
る
応
援
者
と
し
て
活
動

渡辺 富幸
(誠和会)

田中美代子
(新風会)
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ＱＲコードから各議員の質問の映像を見ることができます。

問 

商
業
施
設
の
誘
導
い
つ
に
な
る

　

答 

い
つ
の
時
点
か
で
決
断
を
し
な
く
て
は

問 

本
宮
駅
と
周
辺
整
備
に
つ
い
て

　

答 

第
２
期
都
市
再
生
整
備
計
画
で
整
備

問　

本
宮
駅
と
周
辺
整
備
に

関
わ
る
補
助
金
の
総
額
は
。

問　

イ
ン
タ
ー
周
辺
に
商
業

施
設
を
誘
導
す
る
と
し
て
か

ら
、
数
年
経
っ
た
が
進
ん
で

い
な
い
。
誘
致
エ
リ
ア
の
農

業
経
営
も
先
行
き
不
安
で
問

題
で
あ
る
。
噂
の
商
業
施
設

が
地
域
の
企
業
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
の
こ

と
も
あ
り
、
新
た
な
企
業
等

を
誘
導
し
て
は
ど
う
か
。

問　

中
央
公
民
館
の
利
用
状

況
は
。利
用
件
数
と
若
年
層
、

高
齢
者
の
割
合
は
。
若
い
人

た
ち
の
利
用
が
増
え
る
よ
う

努
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
の
よ
う
な
対
策
は
。

問　

整
備
し
た
時
期
も
違
っ

て
、
老
朽
化
な
ど
で
使
用
状
況

に
も
制
限
が
あ
る
か
と
思
う
が
、

各
地
で
学
校
プ
ー
ル
の
使
用
が

見
送
ら
れ
る
と
か
、
水
泳
授
業

の
見
直
し
が
進
ん
で
い
る
。
岩

根
小
学
校
の
校
庭
拡
張
に
よ
る

プ
ー
ル
に
つ
い
て
、
今
後
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

①
本
宮
駅
東
西
自
由
通

路
、西
口
広
場
、モ
コ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
、
駅
周
辺
駐
車
場

を
整
備
、
総
額
約
36
億
１
，

５
０
４
万
円
、
補
助
対
象

事
業
費
約
34
億
９
２
６
万

円
に
対
し
て
国
の
補
助
率

は
、
40
％
で
補
助
額
は
、
約

13
億
６
，
２
７
２
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

答　

い
つ
の
時
点
か
市
の
今

の
状
況
、
そ
れ
か
ら
相
手
先

の
状
況
、
そ
れ
を
確
認
し
て

一
つ
の
大
き
な
決
断
を
し
な

く
て
は
い
け
な
い
時
が
来
る

の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
と
２

年
も
３
年
も
延
ば
し
て
お
く

と
い
う
こ
と
は
、
あ
ま
り
い

い
状
況
で
は
な
い
の
か
な
と

思
っ
て
い
る
。

答　

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
現
在

は
、
以
前
よ
り
利
用
者
が
増

え
て
い
る
。
令
和
６
年
度
中

央
公
民
館
利
用
者
約
２
万
７
，

２
０
０
名
う
ち
高
齢
者
は
１
，

２
１
６
名
、
青
少
年
は
２
７
７

名
。
中
央
公
民
館
軽
運
動
場
や

ソ
レ
イ
ユ
な
ど
を
活
用
し
て

活
動
さ
れ
て
い
る
。

答　

す
べ
て
の
プ
ー
ル
が
授
業

で
使
用
で
き
る
状
況
に
は
な
っ

て
い
る
。
水
泳
の
授
業
を
全
体

的
に
ど
う
考
え
る
の
か
整
理
が

必
要
で
あ
り
、
そ
ち
ら
の
議
論

を
今
教
育
委
員
会
の
中
で
も

や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

結
論
が
出
て
く
れ
ば
岩
根
小
学

校
の
件
も
先
が
見
え
て
く
る
。

▲文化の発信地、公民館

その他の質問
◦管理委託施設の休業日は必要か
◦南達地域の発展を一体的に進める計画が必要では

　

問 

公
共
施
設
の
管
理
と
運
営
に
つ
い
て

　
　

答 

コ
ロ
ナ
最
中
で
も
講
座
等
は
継
続　

問 

今
後
の
学
校
プ
ー
ル
の
利
用
方
針
は

　
　

答 

全
体
的
に
整
理
が
必
要
で
あ
る

馬場 亨守
(創成会)

渡辺 秀雄
(創成会)

▲インター周辺企業誘致の内容
（地域説明会資料より抜粋）
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ＱＲコードから各議員の質問の映像を見ることができます。

問 

ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

　

答 

学
校
の
体
験
活
動
を
引
き
上
げ
た
い

問 

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
見
直
し
は

　

答 

関
係
者
か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
際
に
更
新

問　

避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
と
は
、
高
齢
者
や
障
害
の

あ
る
人
な
ど
、
災
害
時
に
１

人
で
避
難
を
す
る
こ
と
が
困

難
な
人
の
名
簿
だ
が
作
成
状

況
は
。
ま
た
災
害
時
、
緊
急

時
に
避
難
場
所
へ
の
付
き
添

い
や
介
助
に
活
用
さ
れ
る
が

提
供
範
囲
は
。
定
期
的
な
見

直
し
は
で
き
て
い
る
か
。

問　

導
入
の
考
え
は
と
い
う

質
問
に
対
し
て
学
校
や
家
庭

の
実
情
を
鑑
み
た
上
で
は
ま

だ
必
要
な
い
と
考
え
て
い
る

と
い
う
答
弁
だ
っ
た
。
そ
の

実
情
を
鑑
み
る
上
で
問
い
合

わ
せ
や
、
ア
ン
ケ
ー
ト
実

施
の
つ
も
り
は
な
い
と
い
う

が
、
で
は
何
を
基
準
に
実
情

を
鑑
み
て
い
る
の
か
。

問　

任
用
職
員
は
１
人
と
い
う

事
だ
が
、
１
人
で
や
ら
れ
て
い

る
部
活
は
任
用
職
員
の
報
酬
が

１
人
で
い
た
だ
け
る
が
、
任
用

職
員
・
指
導
者
が
２
人
、
３
人

の
場
合
は
報
酬
自
体
も
１
人
に

限
定
さ
れ
る
の
か
。
単
独
で
指

導
し
て
い
る
部
活
と
比
べ
て
公

平
な
任
用
の
在
り
方
で
は
な
い
。

問　

学
校
関
係
ア
ン
ケ
ー
ト
の

多
く
は
記
名
式
が
非
常
に
多
い
。

記
名
式
は
ど
う
し
て
も
無
記
名

式
と
比
べ
て
あ
る
種
の
圧
力
が

か
か
る
と
考
え
て
い
る
。
記
名

式
と
無
記
名
式
を
行
う
こ
と
で
、

そ
の
デ
ー
タ
の
差
を
現
状
認
識

に
使
用
す
る
こ
と
は
有
効
な
手

だ
と
思
う
が
導
入
の
考
え
は
。

答　

浸
水
地
域
の
対
象
者

２
，
３
８
５
名
の
う
ち
避

難
支
援
等
関
係
者
情
報
開
示

は
４
３
７
名
、
約
18
％
。
警

察
、
消
防
、
社
協
、
民
生
児

童
委
員
の
皆
さ
ま
へ
は
令
和

元
年
度
に
情
報
提
供
し
て
い

る
が
、
行
政
区
町
内
会
に
は

責
任
が
大
き
過
ぎ
る
と
い
う

意
見
が
あ
り
提
供
で
き
て
い

な
い
。

答　

ご
家
庭
に
負
担
を
要
す

る
こ
と
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
い
う
懸
念
が
あ
る
。
学

校
の
役
割
を
ま
ず
き
ち
ん
と

戻
し
体
験
学
習
を
充
実
さ
せ

て
い
く
と
い
う
こ
と
が
大
事

だ
と
思
う
。
ま
た
教
育
の
機

会
均
等
と
い
う
こ
と
も
含
め

て
ま
だ
現
状
に
は
合
わ
な
い

と
判
断
し
た
。

答　

市
内
３
中
学
校
30
部
活

中
16
部
活
に
27
名
の
部
活
動
指

導
員
に
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
。
現
状
は
複
数
人
が
必
要
な

部
活
動
も
あ
る
。
そ
の
方
々
の

報
酬
に
つ
い
て
は
原
則
１
人
と

な
っ
て
お
り
、
指
導
者
の
方
々

か
ら
の
要
望
に
も
あ
り
、
改
善

が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。

答　

記
名
式
、
無
記
名
式
で
そ

れ
ぞ
れ
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
の
で
お
話
あ
っ
た
と

お
り
だ
と
思
う
。
た
だ
、
教
員

の
働
き
方
改
革
な
ど
業
務
の
見

直
し
を
し
て
い
る
中
で
、
調
査

が
か
な
り
多
く
負
担
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
声
も
上
が
っ
て
お

り
現
実
的
に
決
し
て
で
き
な
い
。

ラーケーションとは
学校以外で保護者と体験学習等を行うための休み。
欠席扱いにならない制度。

その他の質問
◦機能別消防団員を募集するQ&Aを作成しては
◦機能別消防団員の募集範囲を拡大しては

　

問 

部
活
動
地
域
移
行
の
現
在
の
状
況
は

　
　

答 

地
域
移
行
は
現
時
点
で
至
っ
て
い
な
い

　

問 

児
童
現
状
把
握
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

　
　

答 

両
方
や
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い

斎藤 雅彦
(新風会)

菊田 広嗣
(誠和会)

▲支援者が避難に必要なリヤカー、担架を
　　　　　サテライト防災備蓄倉庫に

▲児童の体験活動の機会確保を

愛知県HPより

もとみや議会だより第84号13



ＱＲコードから各議員の質問の映像を見ることができます。

問 

農
機
具
修
理
に
助
成
の
考
え
は

　

答 

導
入
や
修
理
に
助
成
考
え
て
い
な
い

問 

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
状
況
と
維
持
管
理
は

　

答 

利
用
促
進
に
向
け
計
画
的
に
対
応
す
る

問　

本
市
が
管
理
し
て
い
る

ス
ポ
ー
ツ
施
設
数
と
昨
年
度

の
利
用
状
況
は
。
施
設
に

よ
っ
て
老
朽
化
が
進
み
、
利

用
頻
度
が
高
い
と
こ
ろ
低
い

と
こ
ろ
あ
る
と
思
う
が
今
後

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
維
持
管

理
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

問　

市
で
進
め
て
き
た
地
域

計
画
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
そ
の
進
捗
状
況
は
ど
の
程

度
進
ん
で
い
る
の
か
。
ま
た

地
域
の
農
業
の
振
興
を
図
る

た
め
に
小
型
農
機
具
の
購
入

や
農
機
具
の
修
理
支
援
に
対

し
て
の
助
成
等
を
施
策
に
取

り
入
れ
る
こ
と
の
考
え
を
お

聞
き
し
た
い
。

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル（
学
校
運
営
協
議
会
制
度
）の

役
割
と
は
。
本
市
に
は
こ
の
組

織
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

協
議
会
の
会
員
の
方
は
何
を

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
け
ば

良
い
か
試
行
錯
誤
し
て
い
る

が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
地
域
と

連
携
し
て
い
く
の
か
。

問　

長
期
の
物
価
高
騰
へ
の
対

策
や
子
育
て
支
援
の
拡
充
に
ま

た
保
護
者
の
費
用
負
担
の
軽
減
、

無
償
化
の
実
現
を
求
め
て
質
問

す
る
。
現
在
、
小
・
中
学
校
で

行
わ
れ
て
い
る
修
学
旅
行
は
ど

の
く
ら
い
か
か
る
の
か
。
何
と

か
な
ら
な
い
の
か
保
護
者
の
声

が
あ
る
。
無
償
化
で
き
な
い
か
。

答　

本
市
が
管
理
し
て
い
る

ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
21
施
設
あ

り
昨
年
度
の
利
用
者
数
は
、

20
万
人
と
な
っ
て
い
る
。
築

30
年
、
ま
た
は
築
30
年
を
超

え
る
施
設
が
多
く
修
繕
が
最

優
先
だ
が
、
ま
ず
は
安
全
第

一
に
考
え
、
利
用
頻
度
を
考

慮
し
な
が
ら
計
画
的
に
対
応

し
て
い
く
。

答　

令
和
７
年
３
月
公
告
済

み
で
地
域
農
業
の
将
来
の
在

り
方
と
農
地
利
用
の
方
針
等

を
示
す
計
画
と
な
っ
て
い

る
。
10
年
後
の
耕
作
者
の
色

分
け
も
し
た
目
標
地
図
も
構

成
さ
れ
て
い
る
。
小
型
の
機

械
、
そ
の
他
の
機
械
修
理
助

成
に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ

ろ
考
え
て
い
な
い
。 答　

学
校
と
地
域
が
力
を
合
わ

せ
学
校
運
営
の
課
題
に
取
り
組

み
、
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
。
市
内
に
は
７
つ

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

の
組
織
が
あ
る
。
今
後
は
積
極

的
に
関
わ
り
、
委
員
の
方
々
と

意
識
合
わ
せ
し
て
地
域
の
課
題

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

答　

市
内
小
・
中
学
校
に
お
け

る
修
学
旅
行
費
の
１
人
当
た
り
の

経
費
は
令
和
６
年
度
の
平
均
に
な

る
が
小
学
校
で
２
万
１
，
５
０
５

円
、
中
学
校
は
７
万
４
，
７
０
４

円
に
な
る
。
修
学
旅
行
費
に
つ
い

て
市
で
負
担
で
き
な
い
か
だ
が
、

現
時
点
で
修
学
旅
行
費
の
支
援
と

い
う
の
は
予
定
に
な
い
。

その他の質問
◦公民館分館ホールに空調設備を

　

問 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
は

　
　

答 

学
校
と
地
域
が
学
校
運
営
を
進
め
る

　

問 

修
学
旅
行
に
つ
い
て
無
償
化
の
考
え
は

　
　

答 

現
時
点
で
修
学
旅
行
支
援
の
予
定
な
い

国分 秀好
(新風会)

渡辺 忠夫
(日本共産党)

▲公民館分館では現在、暑さ対策に扇風機を
　使用しています

▼コミュニティ・スクールの
　しくみ
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ＱＲコードから各議員の質問の映像を見ることができます。

人　事
議案第42 ～ 53号
農業委員会委員の任命について

　任期満了に伴い農業委員会委員の任命に
ついて、全会一致で同意しました。

農業委員会委員（再任）

川名　良子 氏
(本宮字小幡)

根本　　功 氏
(高木字根岸)

佐藤　一徳 氏
(和田字対馬内)

菊地　弘子 氏
(和田字上百前)

渡辺　善幸 氏
(稲沢字宮ノ前)

農業委員会委員（新任）

渡辺　義一 氏
(荒井字三本松)

国分　政彦 氏
(仁井田字五百川)

津田　英明 氏
(岩根字下池ノ入)

川名　栄次 氏
(糠沢字東禅寺)

石川　弘昭 氏
(白岩字梶内)

鈴木　浩善 氏
(長屋字馬次郎内)

高橋　洋子 氏
(青田字寄松)

問 

除
石
・
江
口
線
の
環
境
整
備
の
状
況
は

　

答 

適
切
な
時
期
に
維
持
管
理
に
努
め
る

問　

ふ
る
さ
と
暮
ら
し
体
験

住
宅
、
和
暮
和
暮
の
沿
線
で

あ
る
。
各
行
政
区
の
協
力
を

得
て
、
市
内
道
路
一
斉
美
化

活
動
に
よ
り
整
備
さ
れ
て
い

る
。
除
石
の
一
部
と
重
神
の

一
部
で
活
動
に
協
力
が
得
ら

れ
な
い
箇
所
が
あ
る
。
協
力

が
得
ら
れ
な
い
箇
所
は
、
道

路
管
理
者
が
行
う
べ
き
。

問　

礼
堂
地
内
、
未
歩
道
改
良

整
備
を
以
前
に
も
質
問
し
た
経

緯
が
あ
る
。
朝
の
通
勤
通
学
の
時

間
帯
は
、
ど
こ
の
路
線
も
交
通
量

が
多
い
。
礼
堂
地
内
は
、
幅
員
が

狭
く
危
険
な
道
路
で
あ
り
、
本
宮

高
校
生
の
通
学
路
で
も
あ
る
。
未

歩
道
改
良
整
備
着
工
が
で
き
な

い
要
因
は
何
な
の
か
。

答　

年
に
１
回
２
回
程
度
、

市
職
員
に
よ
る
路
肩
草
刈
り

を
実
施
し
て
い
る
。
令
和
４

年
に
支
障
木
の
枝
、
竹
の
伐

採
を
実
施
し
た
。
職
員
の

定
期
的
な
点
検
を
受
け
、
状

況
を
把
握
し
危
険
な
箇
所
か

ら
、伐
採
等
を
行
っ
て
い
る
。

す
べ
て
の
管
理
ま
で
は
至
っ

て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

答　

交
通
量
の
多
い
路
線
で

危
険
で
あ
る
。
１
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
歩
道
整
備
を
令
和
７

年
度
に
つ
い
て
も
移
動
建
設

事
務
所
で
、
早
期
に
整
備
が

図
ら
れ
る
よ
う
要
望
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
交
通
安
全
の

た
め
県
に
対
し
粘
り
強
く
要

望
し
て
い
き
た
い
。

その他の質問
◦公共施設の環境維持管理について

　

問 

本
宮
岩
代
線
歩
道
設
置
推
進
は

　
　

答 

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
要
望
す
る

三瓶 幹夫
(創成会)

▲歩道の設置が待たれる
　（写真は糠沢字礼堂地内）
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発
行
　
本
宮
市
議
会
　
編
集
　
広
報
広
聴
委
員
会
　
　
　
〒
969
―
1192
　
福
島
県
本
宮
市
本
宮
字
万
世
2‌

1‌

2
　
　

TEL（
0‌

2‌

4‌

3
）24
―
5‌

4‌

3‌

5

FAX（
0‌

2‌

4‌

3
）‌34
―
5‌

5‌

6‌

7

あ

と

が

き

　

議
会
だ
よ
り
第
77
号（
令
和
５

年
11
月
発
行
）か
ら
今
回
発
行
の

議
会
だ
よ
り
第
84
号
ま
で
、
上
記

の
広
報
広
聴
委
員
会
メ
ン
バ
ー

で
市
民
に
読
み
や
す
く
・
分
か

り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
を
目
指

し
、
２
年
間
活
動
を
し
て
参
り

ま
し
た
。

　

な
お
、
８
月
１
日
の
臨
時
議

会
に
て
、
議
会
構
成
が
変
更
さ

れ
、
新
た
な
広
報
広
聴
委
員
会

メ
ン
バ
ー
と
な
る
予
定
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
親
し
み
の
あ
る「
議

会
だ
よ
り
」を
つ
く
っ
て
参
り
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
、
ご
愛
顧

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

暑
い
夏
が
続
き
ま
す
が
、
お

体
を
大
切
に
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
菅
野
）

９月議会定例会は9月2日に開会予定です。請願・陳情は8月21日（16時まで）締切です。

※なお、正式な日程は議会運営委員会で決定します。

プール開きの季節です。
夏の暑さに負けない
子どもらの元気を
裏表紙にしました。

発
行
責
任
者　
　
　

議　
　

長　

橋
本　

善
壽

広
報
広
聴
委
員
会　

委
員
長　

菊
田　

広
嗣　

副
委
員
長　

根
本　

利
信

　
　
　
　
　
　
　
　

委　
　

員　

後
藤　

友
誉　

委　
　

員　

渡
辺　

富
幸

　
　
　
　
　
　
　
　

委　
　

員　

田
中
美
代
子　

委　
　

員　

磯
松　

俊
彦

　
　
　
　
　
　
　
　

委　
　

員　

馬
場　

亨
守　

委　
　

員　

菅
野　

健
治

月

日
（   ）

天気

7

30

水

ハ
レ

『プール
サイコー！』

2 年間ありがとうございました！




